
Tottori City News Letter   2018.125 4とっとり市報   2018.12

　
市
道
の
除
雪
に
つ
い
て

　
除
雪
対
象
路
線
の
基
準
は
、

①
通
勤
、
物
資
輸
送
路
線

②
学
校
等
、
市
公
共
施
設
に
通
じ
る

　
路
線
お
よ
び
集
落
と
主
要
路
線

③
通
学
路
線

④
そ
の
他
緊
急
に
必
要
と
す
る
路
線

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
以
外
の
路
線
に

つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

●
作
業
上
、
除
雪
後
に
は
玄
関
前
な

ど
に
必
ず
雪
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

除
雪
作
業
で
は
、
玄
関
先
前
な
ど
の
除

雪
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
家
庭
の
み

な
さ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
は
、
交
通
の
支
障
を
避
け
る
た

め
、
夜
間
や
早
朝
の
交
通
量
が
少
な
く

な
る
時
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
騒
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

●
路
上
に
１
台
で
も
放
置
車
両
が
あ
る

と
除
雪
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
雪
を

路
上
に
投
棄
す
る
こ
と
は
、
ス
リ
ッ
プ
・

ス
タ
ッ
ク
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
危
険
で
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

【
凍
結
防
止
剤
を
お
使
い
く
だ
さ
い
】

　
凍
結
し
や
す
い
橋
や
坂
道
付
近
に

「
凍
結
防
止
剤
」を
置
い
て
い
ま
す
。

路
面
が
凍
結
し
た
と
き
な
ど
、
ご
自
由

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

【
樹
木
の
剪せ
ん
て
い定

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
】

　
市
道
沿
い
の
民
地
内
の
樹
木
や
竹

が
、
雪
の
重
さ
で
垂
れ
下
が
り
道
を
ふ

さ
い
で
し
ま
い
通
行
が
出
来
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
は
降
雪
前
ま
で

に
樹
木
の
剪
定
や
伐
採
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
車
の
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
の
注
意
】

　
車
の
乗
り
入
れ
の
た
め
に
、「
乗
り

入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
」や「
鉄
板
」を
道
路
上

に
設
置
す
る
行
為
は
危
険
で
あ
り
道
路

法
に
違
反
す
る
た
め
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
設
置

し
た
人
に
責
任
が
お
よ
び
ま
す
の
で
撤

去
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

本
庁
舎
道
路
課
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各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　
バ
ス
停
の
除
雪
に
つ
い
て

　
降
雪
や
車
道
の
除
雪
に
よ
り
、
バ
ス

停
前
に
雪
が
た
ま
り
、
バ
ス
の
乗
降
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る

貴
重
な
移
動
手
段
で
す
の
で
、
バ
ス
停

の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
交
通
政
策
課
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５
７

　
大
雪
時
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
大
雪
の
と
き
道
路
事
情
の
た
め
、
や

む
を
得
ず
ご
み
収
集
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
収
集
の
中
止
や
収

集
状
況
に
係
る
緊
急
連
絡
は
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
文
字
放
送
な
ど
で
可
能
な
限
り
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
大
雪
時
の
ご
み
出
し
に
ご
協
力
を
】

　
大
雪
に
よ
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

周
辺
へ
の
車
の
通
行
が
困
難
な
場
合
は
、

道
路
事
情
の
回
復
状
況
を
み
な
が
ら
、

分
別
区
分
ご
と
に
次
回
の
収
集
日
に
出

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
冬
季
限
定
の
ご
み
集
積
場
所
の
変
更
】

　
降
雪
が
想
定
さ
れ
る
期
間（
例
：
12

月
～
３
月
の
間
、
１
月
～
２
月
の
間
）の

み
、
国
道
・
県
道
・
広
い
市
道
沿
い
に

ご
み
集
積
場
所
を
変
更（
統
合
や
新
設
）

す
る
こ
と
で
ご
み
収
集
が
集
約
さ
れ
、

回
収
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。（
詳
細
は

11
月
市
報
19
ペ
ー
ジ
「
積
雪
時
の
ご
み
収

集
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課
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消
火
栓
の
除
雪
に
つ
い
て

　
降
雪
時
は
消
火
栓
の
位
置
が
分
か
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
火
災
に
備
え
、
家

の
ま
わ
り
の
消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
危
機
管
理
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
１
８

互
助
に
よ
る
地
域
の
除
雪

協
力
の
お
願
い

　
除
雪
対
象
外
の
路
線
や
通
学
路
、
利

用
者
の
多
い
歩
道
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
世
帯
な
ど
、
積
雪
時
に
は
地
域

の
人
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
２
月
の
大
雪
の
際
も
、
こ

の
よ
う
な
助
け
合
い
に
よ
り
、
各
地
で

地
域
の
除
雪
が
進
み
ま
し
た
。
助
け
合

い
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
除
雪
応
援
隊
の
派
遣
】

内
容
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

で
除
雪
が
困
難
で
外
出
が
で
き
な
い
世

帯
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
に
お

け
る
除
雪
体
制
が
整
う
ま
で
の
間
、
市

職
員
で
編
成
し
た
除
雪
応
援
隊
を
派
遣

し
ま
す
。

対
象
　
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
次
に
該

当
す
る
人

①
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
　

②
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

③
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
に
登

録
さ
れ
て
い
る
世
帯

条
件
　
積
雪
量
が
50
㌢
以
上
で
あ
り
、

本
人
や
家
族
、
地
域
で
除
雪
で
き
な
い

場
合
に
玄
関
か
ら
公
道
ま
で

※
駐
車
場
の
除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
先

ま
で

※
受
付
時
間
：
平
日
の
８:

30
～
15:

00

※
除
雪
は
、
申
込
日
の
翌
日
以
降
の
平

日（
午
前
中
）に
行
い
ま
す
。

※
積
雪
前
の
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
駅
南
庁
舎
地
域
福
祉
課
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駅
南
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問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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雪
の
季
節
が
本
格
化
す
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
で
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
情
報
収

集
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
雪
が
予
想
さ
れ

る
と
き
は
、
何
事
も
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
雪
の
降
る
前
や
降
雪
時
は
、
気
象
情
報
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

常
に
最
新
の
情
報
に
基
づ
い
て
、「
外
出
を
控
え
る
」「
早
め
に
帰
宅

す
る
」
な
ど
適
切
な
判
断
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

冬
に
備
え
て

平成 29年 2月豪雪　鳥取河川国道事務所撮影

水道管の凍結対策を！
　気温が氷点下になると、水道管や蛇口が凍って水が
出なくなったり、破裂することがあります。凍りやす
い環境にある水道管（風当たりが強い、露出している
など）には保温材を巻き、ぬれないようにビニールで
覆うなど、ご家庭の水道の防寒対策を施してください。
　また、夜間や早朝の冷え込みに備えて、少しずつ水
を出し続けておくと凍結しにくくなります。出した水
はためて、洗濯などに使いましょう。
【凍ってしまったら】
　自然に溶けるの
を待つか、凍った
部分に布やタオル
をかぶせて、その
上からぬるま湯を
かけてゆっくり溶
かしてください。
※熱湯をかけると
破裂やひび割れの
恐れがあります。
【水道の止水栓を点検しましょう】
水道管の破裂など、緊急時の初期対応ができるように、
日ごろからご家庭の水道の止水栓を点検しましょう。
問い合わせ先
水道局給水維持課　　  0857-53-7933


